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1　は　じ　め　に

多年生マメ科牧草のシロクローバは，実際の栽培利用に

おいては，例外なくイネ科牧草と混播される。しかし，こ

れまでに育成された品種の多くは，単播・個体植の条件下

で育種されている。混播適性に優れ，混播条件下で安定し

たクローパ率を維持できるシロクローパ品種の育成のため

には，混播条件下での評価・選抜が必要であると考えられ

る。

そこで，泥棒条件下での選抜における基礎的な知見を得

ることを目的として，国内外のシロクローパ38品種につい

て，オーチャードグラスとの混播条件下及び単播条件下で

の特性の比較を行った。ここでは，定着期・生育初年度の

調査で，単捕・混播条件下において，特徴的な傾向を示し

たシロクローパのストロン（はふく茎）の伸良性について

報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試材料

シロクローバ：国内及び海外で育成された38品種

オーチャードグラス：オカミドリ

（2）栽培方法

シロクローバは，1989年10月に温室内で播種して，羞成

した個休を翌年4月に圃場に定植した。混播栽培区は，

1989年9月にオーチャードグラスを播種して，予め造成し

た草地に．シロクローバ苗をlmXl．8mの密度で移植し

た。なお，シロクローパの定着と初期生育を良好にするた

めに，苗植え付け点を中心に直径15cmの円形に，オーチャー

ドグラスをはぎ取った。単播栽培区は，lmXl．8mの個

体椿とした。

混揺区の刈取りは，プロットハーベスターを用い．地上

5cmの高さで行った。1990年は，5月の一一番草から10月

の最終番草まで年間6回の刈取りを行った。

施肥は，単播・混描栽培区とも，元肥をa当りNO．7，

P2051．8，K200．7kgとし，混播栽培区は追肥として各番

草刈り取り後に，NO．3．P2050．72，K200，3kgを与えた。

（3）調査形質及び調査方法

最長ストロン長（株の申し、から最長ストロンの先端まで

の長さ），節間長（先端から3節目と4節目の節間の長さ）．

ストロン径（第3・第4節問の茎の太さ），背高，小袋良

（中心小葉の長径）、及び糞柄長は実測し，筆勢，ストロン

の密度は観察評点により調査した。

3　試験結果及び考察

単播・混揺両条件間における講形質の相関係数を表1に

示した。ストロン密度，ストロン径，草高及び小糞良は高

い相関を示し（r＝0．74日～0．93‥），挙措・混播JJj条件間

で同一な特性を示した。しかし，ストロン長，草勢は，相

関が低く（r＝0．08～0．17）．異なる特性を示した。卓勢は

株の広がりと関連があり，このことによりストロン長とと

表1：ソロクローパ38品種における講形
質の単播・混播条件間での梱関係数

形　質 相関係数

ストロン長

節間長
ストロン密度

ストロン径

草高
小葉良
草勢

0．08

0．35

0．74

0．93

0．84

0．92

0．17

＊　P＜0．05

＊＊P＜0．01

表2　シロクローバ38品種におけるスト
ロン長の単播・混播条作間の順位柑
関係数
（1990年7，8，9月調査）

7 月 8 月 9 月

順位相関係数 0．069 0．284 0．276

注．Spearmanの順位相関係数。

もに筆勢が異なる特性を示したと思われる。

単播・混播両条件間における各品種のストロン伸長性を

比較するため．38品種における単播条件下及び混播条件下

でのストロン長の順位相関係数を表2に示した。各調査期

とも有意な順位相関はみられなかった。この結果は．単播

条件下で優れた伸長性を示す品種が∴混播条件下で劣る場

合や，逆に．単楢で劣るものが，混楢で優れている場合が
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多いことを示している。シロクローバ品種の収虫やクロー

パ率について，申播条件卜での特作が，混播条件卜での特

性と異なるということはすでに報告されている2）が，スト

ロン伸長性の単播・混播両条件間における変異が，その要

因の－一つであると考えられる。

シロクローバの品種は，小資長のサイズによって分類さ

れているので，サイズ別にストロンの伸長性を比較した

（表3）。各サイズとも，単価条件の方がストロンの伸びが

優れていた。単播条件卜では小葉良が長くなるにしたがっ

てストロンが仲良するが，混播条件下では小糞型品拝の伸

蓑3　単播及び混播条件下での小葉長サイズ別
のストロン長

（1990咋7．8，9月調査）　　　（cm）

単　 播 混　 播

サイズ L　　 M　　 S L　　 M　　 S

7 月 40．0　 36．2　 33 ．6 15．6　 16 ．2　 18 ．9

8 月 57．4　 5 1．6　 47 ．4 29．2　 2 7．3　 3 1．8

9 月 66．8　 59．0　 52 ．2 39．7　 3 5．1　 38 ．3

往．サイズ：L＝大棄型，M＝中葉型，S＝小葉型。

表4　混播条件下でのストロン長の，単播条件
下でのストロン長に対する減少率（小葉長
サイズ別，1990年7．8，9月調尭）　（％）

サ　 イ　 ズ L M S

7 Jj 6 1．0 5 5．2 4 3．7

8 月 4 9．1 4 7．1 3 2．9

9 月 4 0 ．6 4 0．5 2 6．6

注．減少率：（1－（混播／単播）巨100で算出。

ぴがよく，特に，7，8月には大柴型のものよりも優れた

仲良を示した。単播条件下に対する，混播条件下における

ストロン長の減少率を表4に示した。小兵良サイズが′トさ

くなるほど混播したときの減少率が少なく，混播条件下に

おいて，小葉型品種が優れた伸長性を示すことがわかった。

イネ科の草丈を低く維持する状態では，‥鮫には大索型

のシロクローバよりも′卜薫型の生育がよく，その要因は，

小繋型の高いストロン密度にあるとされている■・3）。今回

の調査で，定着初期において，小農型品種の方がストロン

の伸長性が優れているという結果が得られたが，これは，

混播草地において小農刊のシロクローバの生育が優れてい

る要因の－一つであると思われる。

今後は，混播条件下においてストロン仲良に影響を与え

る要因の解明と，混播条件下でのストロン伸長性の選抜の

有効性を検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

混播条件下での選抜の基礎的知見を得る目的で，シロク

ローバ38品種について，単揺・混描画条件下における特性

を比較した。調査形質の中では．ストロンの伸長性が両条

件間で異なる特性を示した。各品種の混播・単播両条件間

の順位相関は低く，品種によって，混楢で優れるもの，単

価で優れるものがあった。小葉長のサイズ別にみると．小

葉型の品種が混播条件下でストロンの伸長性が優れること

がわかった。これが，小葉型の品種が混播条件下で優れた

生育を示す要因の一つと考えられた。
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